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2026年 3月期第 2四半期（中間期）業績予想値と実績値との差異、通期業績予想の修正、 

剰余金の配当（中間配当）及び期末配当予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、2025年 4月 25日に公表いたしました 2026年 3月期第 2四半期累計期間連結業績予想値と本日公表の実績値

に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

また、本日開催の取締役会において、2026年3月期通期連結業績予想、剰余金の配当（中間配当）及び期末配当予想につ

きましても、下記のとおり修正することといたしましたので、併せてお知らせいたします。 

 

記 

 

1. 第 2四半期（中間期）業績予想値と実績値との差異及び通期業績予想の修正 

(1) 2026年 3月期第 2四半期（中間期）連結業績予想値と実績値との差異（2025年 4月 1日～2025年 9月 30日） 

 
売上収益 営業利益 税引前利益 

親会社の所有者に 

帰属する中間利益 

基本的 1株当たり 

中間利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 

（2025年 4月 25日発表） 
219,822 10,706 10,653 8,131 106.13 

実 績 値 （ Ｂ ） 238,239 15,332 13,869 10,849 141.60 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） 18,417 4,626 3,216 2,718  

増 減 率 （ % ） 8.4 43.2 30.2 33.4  

（ ご参 考 ） 前 期 実 績 

（2025年 3月期第 2四半期） 
240,357 8,317 8,392 6,604 86.41 

 

(2) 2026年 3月期通期連結業績予想の修正（2025年 4月 1日～2026年 3月 31日） 

 
売上収益 営業利益 税引前利益 

親会社の所有者に 

帰属する当期利益 

基本的 1株当たり 

当期利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 

（2025年 4月 25日発表） 
448,199 22,000 21,895 16,179 211.18 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 517,000 30,000 29,100 21,600 281.90 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） 68,801 8,000 7,205 5,421  

増 減 率 （ % ） 15.4 36.4 32.9 33.5  

（ ご参 考 ） 前 期 実 績 

（2025 年 3 月期通期） 
506,211 19,984 20,483 14,319 187.13 



(3) 差異及び修正の理由 

売上収益は、貴金属リサイクル事業において、金価格の上昇を背景に金の販売額が想定以上に伸長したことから、前

回発表予想値を上回る結果となりました。利益については、北米精錬事業のトレーディング分野において、米欧の金銀市

場の需給変動を背景に裁定取引の成果が過去最大となったこと、米国への金銀流入量の増加に伴い、倉庫分野におけ

る保管量が増加したこと等から、前回発表予想値を上回る結果となりました。 

また、通期連結業績予想につきましては、当第2四半期（中間期）の実績及び足元の事業環境を踏まえ、前回公表した

業績予想を修正いたします。 

 

2. 剰余金の配当（中間配当）及び期末配当予想の修正 

(1) 剰余金の配当（中間配当） 

 決定額 
直近の配当予想 

（2025年4月25日公表） 

前期実績 

（2025年3月期中間） 

基準日 2025年9月30日 同左 2024年9月30日 

１株当たり配当金 60円00銭 40円00銭 40円00銭 

配当金総額 4,644百万円 － 3,096百万円 

効力発生日 2025年11月21日 － 2024年11月15日 

配当原資 利益剰余金 － 利益剰余金 

 

(2) 期末配当予想の修正 

 
1株当たり配当金 

第2四半期末 期末 合計 

前回予想 

（2025年4月25日公表） 
40円00銭 40円00銭 80円00銭 

今回修正予想  60円00銭 120円00銭 

当期実績 60円00銭   

前期実績 

（2025年3月期） 
40円00銭 40円00銭 80円00銭 

 

(3) 中間配当及び期末配当予想修正の理由 

当社は、配当性向40％を目安とした安定配当の継続を株主還元の基本方針としております。この方針に基づき、2026

年3月期の業績動向及び足元の事業環境等を総合的に勘案した結果、本日開催の取締役会において、中間配当につい

て、前回予想から1株当たり20円増配し、60円とすることを決議いたしました。 

また、期末配当につきましても、前回予想から1株当たり20円増配の60円を予定しており、これにより、2026年3月期

の年間配当予想は、1株当たり120円となります。 

 

※ 本資料に記載されている業績予想は現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、国内外の産業活動、金

融動向、貴金属価格推移等のさまざまな要因によって変動する場合があります。 

 

以 上 


